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第 3 章では，第 2 章と同様，第 1 章で指摘された問題点を明らかにするため複数の交通騒音が混在する地域で社会
調査を実施している O 音源を特定して騒音の被害感を尋ねた場合，道路交通騒音と在来鉄道騒音との間では差がない






















(2) これまでに提案された 7 つの複合騒音の評価モデルを取り上げ， この研究で新たに提案した評価モデルと併せ
て聴感実験や社会調査によって得られた結果に適用し，その適合度を検証している。聴感実験では，複合騒音
の総合的な大きさを解析の対象とし，社会調査では地域の静けさに対する不満感を解析の対象とし，複合騒音
の評価においては，音源開の反応差，すなわち等反応を実現するためのレベル差を考慮することによって評価
モデルとしての適合度が向とすることを確認しているo
以上のように，本論文は音源種別による反応の違いと騒音レベルに対する反応の傾きの違いを考慮した新しい複合
騒音の評価法を提案している。すなわち，道路交通騒音を基準音源として，それに対する反応差を鉄道騒音や航空機
騒音に補正した上でエネルギー加算するものであり，音源数などの制約を受けないという特徴を有しているo 既存の
モデルに比べて適合度が向上することが確認できており，また，予測性・汎用性の面からもこのモデルの実用性は高
いと判断され，環境工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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